
環境負荷低減、高品質化に貢献する
　
集
塵
機
は
製
造
工
程
や
、
焼
却
炉
、
粉
砕
機
な
ど
で
発
生
す
る
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ

を
捕
集
し
、
環
境
負

荷
の
低
減
や
モ
ノ
づ
く
り
の
高
品
質
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
度
の
受
注
状
況
で
は
、
鉄
鋼
や
電
力

向
け
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
。
国
は
直
径
２
・
５

以
下
で
あ
る
微
小
Ｐ
Ｍ

Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
監
視
体
制

整
備
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
集
塵
機
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

ホ
ー
コ
ス

　
ホ
ー
コ
ス
の
環
境
改
善
機
器
部
門
は
、
公
害
防
止
や
製
品
回
収
用
の

乾
式
・
湿
式
集
塵
機
、
脱
臭
装
置
な
ど
を
製
造
、
販
売
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
に
最
適
な
装
置
「
シ
ョ
ー

ト
ク
ロ
ン
」
は
、
特
殊
構
造
で
高
さ
が
従
来
製
品
の
約
半
分
。
は
が
き

程
度
の
大
き
な
破
砕
物
も
、
サ
イ
ク
ロ
ン
部
が
閉
塞
す
る
こ
と
な
く
、

へ
い
そ
く

容
易
に
分
離
す
る
。
脱
臭
装
置
は
フ
ィ
ル
タ
ー
内
蔵
で
省
ス
ペ
ー
ス
を

実
現
。
一
方
、
「
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
コ
レ
ク
タ
」
は
機
械
加
工
工
場
内
の

作
業
環
境
改
善
に
適
し
て
い
る
。
消
耗
品
交
換
を
少
な
く
し
た
フ
ィ
ル

タ
ー
レ
ス
式
を
は
じ
め
各
種
方
式
が
あ
る
。

集
塵
機
鉄
鋼
・
電
力
向
け
需
要
増
微
小
粒
子
規
制
へ
の
対
応
も

田
中
電
気
研
究
所

　
田
中
電
気
研
究
所
の
ダ
ス
ト
濃
度
計
は
、
構
造
が
シ
ン
プ
ル
な
ノ
ン

サ
ン
プ
リ
ン
グ
光
散
乱
方
式
を
採
用
。
ガ
ス
の
流
速
変
化
の
影
響
を
受

け
ず
、
大
気
開
放
部
で
の
測
定
が
可
能
だ
。
プ
ラ
ン
ト
の
集
塵
機
出
口

で
の
連
続
測
定
で
は
、
２
・
４
気
圧
、
８
２
０
度
Ｃ
と
い
う
環
境
で
の

使
用
実
績
も
あ
る
。

　
新
製
品
の
光
散
乱
方
式
連
続
環
境
粉
塵
モ
ニ
タ
ー
「
Ｅ
Ｄ
Ｍ
―
２
０

１
０
」
は
、
粉
塵
が
発
生
す
る
作
業
現
場
空
間
の
管
理
用
に
開
発
。
プ

ロ
セ
ス
制
御
機
器
と
し
て
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
盤
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
集
塵
機
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
転
を
実
現
す
る
。

野
水
機
械
製
作
所

　
研
磨
機
、
バ
リ
取
り
機
メ
ー
カ
ー
の
野
水
機
械
製
作
所
は
、
特
色
の

あ
る
集
塵
機
を
開
発
、
販
売
し
て
い
る
。
研
磨
業
界
向
け
の
プ
レ
ダ
ス

タ
ー
付
き
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
集
塵
機
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
だ
。

　
同
社
は

年
以
上
前
か
ら
水
を
使
う
湿
式
集
塵
機
を
開
発
し
て
き

た
。
そ
の
技
術
を
応
用
し
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
粉
塵
用
湿
式
集
塵
機
は
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
い
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
よ
る
特
注
機
に
も
応
じ
、
フ
ー
ド
、
配
管
設
計

に
つ
い
て
も
、
現
場
に
技
術
者
が
訪
問
し
、
打
ち
合
わ
せ
を
通
じ
て
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

集
塵
装
置

　
集
塵
装
置
は
作
業
環
境
改
善
設
備
か
ら
公
害
防
止
設
備
、
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
設
備
ま
で
扱
う
総
合
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
設
計

・
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
業
界
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
同
社
の
く
ず
回
収
装
置
「
不
定
形
物
空
気
輸
送
装
置
」
は
、
長
年
の

経
験
と
実
績
か
ら
く
ず
の
分
離
装
置
や
フ
ァ
ン
の
詰
ま
り
に
よ
る
火
災

防
止
機
構
な
ど
で
特
許
を
取
得
し
た
。
特
に
分
離
装
置
は
サ
イ
ク
ロ
ン

設
置
の
た
め
に
必
要
な
高
さ
が
と
れ
な
い
場
所
で
有
効
な
分
離
効
果
を

持
つ
。
同
装
置
の
採
用
で
顧
客
の
要
求
を
満
た
す
シ
ス
テ
ム
の
提
案
が

可
能
と
な
る
。

アルミニウム工場集塵機（花村産業提供）

有力企業の製品・技術〈順不同〉

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月８日 金曜日 　　

　
大
気
汚
染
の
発
生
源
に
は

工
場
な
ど
の
固
定
発
生
源
、

ガ
ソ
リ
ン
車
な
ど
の
移
動
発

生
源
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
固

定
発
生
源
に
よ
る
大
気
汚
染

を
防
止
す
る
た
め
に
、
集
塵

機
を
は
じ
め
、
排
煙
脱
硫
や

排
煙
脱
硝
、
排
ガ
ス
処
理
な

ど
の
装
置
が
あ
る
。

　
工
場
の
製
造
工
程
な
ど
か

ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
ば

い
塵
や
粉
塵
な
ど
の
Ｐ
Ｍ

は
、
そ
の
も
の
が
有
害
で
あ

る
。
そ
れ
ら
に
硫
黄
酸
化
物

Ｓ
Ｏ
Ｘ

や
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

な
ど
が
加
わ
る

と
さ
ら
に
有
害
性
が
高
ま
る

懸
念
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
集
塵
機
は

Ｐ
Ｍ
を
捕
集
し
、
空
気
を
清

浄
化
し
て
い
る
。
処
理
方
法

や
、
必
要
と
さ
れ
る
捕
集

率
、
あ
る
い
は
適
用
さ
れ
る

プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
方
式
が
あ
る
。
主
な
も

の
と
し
て
、
遠
心
力
集
塵
機

サ
イ
ク
ロ
ン

や
、
粒
子

を
強
振
さ
せ
、
相
互
衝
突
さ

せ
る
音
波
集
塵
機
、
慣
性
力

集
塵
機
、
重
力
集
塵
機
、
洗

浄
集
塵
機
、
静
電
気
を
利
用

し
た
電
気
集
塵
機
、
濾
過
集

塵
機
な
ど
が
あ
る
。

　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は

濾
過
式
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

や
電
気
集
塵
機
が
あ
る
。
高

い
集
塵
効
率
を
安
定
し
て
維

持
で
き
る
た
め
、
国
内
外
で

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
圧

縮
空
気
に
よ
る
衝
撃
波
で
フ

ィ
ル
タ
ー
に
付
着
し
た
粉
塵

を
強
力
に
払
い
落
と
す
方
式

を
採
用
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
一
般
的
に
大
気
汚
染
防
止

装
置
の
市
場
は
、
民
間
需
要

が
主
体
で
、
官
公
需
要
の
割

合
が
小
さ
い
。
さ
ら
に
民
間

需
要
先
は
多
種
多
様
な
産
業

分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。
製

造
業
で
は
鉄
鋼
や
機
械
、
非

鉄
金
属
、
化
学
、
窯
業
、
石

油
化
学
、
パ
ル
プ
・
紙
、
食

品
、
石
油
石
炭
、
繊
維
な
ど

が
、
非
製
造
業
で
は
電
力
や

鉱
業
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
が

あ
る
。

　
鉄
鋼
会
社
の
製
鋼
工
程
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析

を
駆
使
し
て
、
最
適
な
集
塵

機
の
設
置
位
置
や
集
塵
能
力

の
検
討
に
努
め
て
い
る
。
ボ

イ
ラ
や
セ
メ
ン
ト
焼
成
炉
で

は
、
高
性
能
集
塵
機
を
設
置

し
て
ば
い
塵
の
排
出
を
削
減

し
て
い
る
。
天
井
や
壁
に
吹

き
付
け
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

を
剥
離
し
て
吸
引
回
収
し
減

容
処
理
す
る
作
業
装
置
の
一

部
に
も
、
微
細
な
粉
塵
を
取

り
除
く
集
塵
機
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
集
塵
容
器
内

を
自
動
で
洗
浄
、
殺
菌
で
き

た
り
、
フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
を
丸
ご
と
水
洗
い
で
き
た

り
す
る
集
塵
機
が
売
り
出
さ

れ
て
い
る
。

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
が

ま
と
め
た

年
度
の
集
塵
装

置
受
注
額
は
、
前
年
度
比

・
５
％
増
の
１
６
７
億
８
５

０
０
万
円
で
、
３
年
ぶ
り
に

前
年
度
実
績
を
上
回
っ
た
。

年
度
受
注
額
の
内
訳
を
み

る
と
、
国
内
の
民
間
需
要
は

鉄
鋼
や
電
力
向
け
な
ど
の
増

加
か
ら
同

・
５
％
増
の
１

４
９
億
２
１
０
０
万
円
と
な

っ
た
。
こ
の
う
ち
鉄
鋼
向
け

は
同

・
６
％
増
の

億
９

１
０
０
円
で
、
落
ち
込
ん
で

い
た
需
要
が
戻
っ
た
形
だ
。

電
力
向
け
は
東
日
本
大
震
災

を
契
機
と
し
た
原
子
力
発
電

所
の
停
止
に
伴
う
火
力
発
電

の
立
ち
上
げ
な
ど
に
よ
っ

て
、
同
３
・
３
倍
の

億
１

６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
内
の
官
公
需
要
は
同
２

・
１
％
増
の
９
億
１
２
０
０

万
円
、
海
外
需
要
が
同

・

１
％
増
の
９
億
５
２
０
０
万

円
だ
っ
た
。

　
政
府
に
よ
る
大
気
汚
染
対

策
の
強
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
環
境
省
は

年
９
月
９
日

に
、
中
央
環
境
審
議
会
の
答

申
を
受
け
て
「
微
小
粒
子
状

物
質
に
係
る
環
境
基
準
」
を

告
示
し
た
。
同
基
準
は
環
境

基
本
法
に
基
づ
き
設
定
し
た

も
の
で
、
健
康
や
生
活
環
境

を
保
全
す
る
上
で
維
持
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
レ
ベ
ル
を

示
し
た
。

　
具
体
的
に
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
環
境
基
準
の
指
針
値
と
し

て
、
１
年
の
平
均
値
を
１
立

方

当
た
り

以
下
、

か
つ
、
１
日
の
平
均
値
を
同

以
下
で
あ
る
こ
と
と

し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
工
場
の
排

煙
や
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含

ま
れ
る
ほ
か
、
大
気
中
の
光

化
学
反
応
な
ど
で
二
次
的
に

生
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

呼
吸
器
や
循
環
器
の
疾
患
、

肺
が
ん
の
増
加
な
ど
人
の
健

康
に
影
響
を
与
え
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
同
省
は

年
度
か
ら
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
全
国
的
な
監
視
体

制
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

常
時
監
視

質
量
濃
度
測

定
、
成
分
分
析

体
制
が
構

築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

年
４
月

日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
第
四
次
環
境
基
本

計
画
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に

つ
い
て
「
測
定
デ
ー
タ
か

ら
、
全
国
的
に
環
境
基
準
を

超
え
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
。
そ
の
上

で
国
は
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
を
深
め
、
「
大
気
汚
染
物

質
濃
度
の
動
向
の
把
握
や
生

成
機
構
の
解
明
」
「

ど
こ

か
ら
ど
れ
だ
け
排
出
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
の
一
覧
を

示
す

排
出
イ
ン
ベ
ン
ト
リ

の
整
備
、
改
善
」
「
測
定
精

度
向
上
」
な
ど
に
取
り
組

む
。

　
ま
た
、
「

東
ア
ジ
ア
地

域
か
ら
の

広
域
大
気
汚
染

に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
つ

つ
、
有
効
な
対
策
の
あ
り
方

を
検
討
し
確
立
す
る
」
と
し

て
い
る
。


